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ど、過酷な条件で講和を結んだ。しかし、その後ドイツが敗れたため請和はI

１
９
１
７
年
〓、

第

一
次
世
界
大
戦
で
疲
弊
し
た
甲
ン
ア
で
、

革
命
に
よ
る
史
上
初
の

社
会
主
義
国
家
が
誕
生
し
た
。

ロ
シ
ア
帝
国
を
崩
壊
さ
せ
た

二
月
革
命
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

ー
９
１
４
年
に
第

一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る

と
、
も
と
も
と
経
済
的
基
盤
の
弱
か
っ
た
ロ
シ

ア
帝
国
は
深
刻
な
食
糧
不
足
に
陥
っ
た
。

１７
年

３
月
（
ロ
シ
ア
の
ユ
リ
ウ
ス
暦
で
は
２
月
）
、
窮
状

に
耐
え
か
ね
た
労
働
者
が
首
都
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー

ド
で
ゼ
ネ
ス
ト
を
敢
行
、
兵
士
た
ち
も
こ
の
ゼ

ネ
ス
ト
を
支
持
し
た
。
ド
ゥ
ー
マ
（
国
会
）
で
は

立
憲
民
主
党
を
中
心
と
し
た
臨
時
政
府
が
樹
立

さ
れ
た
。

事
態
を
収
拾
で
き
な
く
な
っ
た
一
面
ラ
イ
２
世

は
退
位
。

，ｃ
の
二
月
革
命
に
よ
り
甲
ン
ア
帝
国
は

崩
壊
し
た
。
た
だ
し
、
各
地
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
（評

議
〈
こ
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
は
臨
時
政
府

と
ソ
ヴ
４
エ
ト
が
対
立
す
る
二
重
権
力
状
態
に
あ

っ
た
。
４
月
に
な
る
と
亡
命
先
の
ス
イ
ス
か
ら
帰

国
し
た
レ
ー
ニ
ン
が
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
を
発
表
。

「
す
べ
て
の
権
力
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
全

と
訴
え
、
臨

時
政
府
と
の
対
決
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。

臨
時
政
府
は
革
命
後
も
戦
争
を
継
続
す
る
こ

と
を
決
定
、
社
会
革
命
党
や
メ
ン
シ
エ
ヴ
イ
キ

（ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
右
派
）を
入
閣
さ
せ
、

社
会
革
命
党
の
ケ
レ
ンヽ
ス
キ
ー
が
首
相
に
就
任

し
た
。
し
か
し
、
戦
局
が
好
転
し
な
り

」
と
か
ら

臨
時
政
府
の
成
信
は
低
下
。
各
地
の
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
で
は
当
初
か
ら
戦
争
に
反
対
し
て
い
た
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
（
甲
ン
ア
社
会
民
主
労
働
党
左
派
）

が
勢
力
を
仲
ば
し
て
い
っ
た
。

革
命
政
権
、
大
戦
終
結
直
前
に

ド
イ
ツ
と
単
独
講
和
締
結

１
９
１
７
年
１１
月
（
ュ
リ
ウ
ス
暦
で
は
１０
月
）

に
は
、
ポ
リ
シ
エ
ヴ
イ
キ
派
の
労
働
者
や
兵
士
が

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
蜂
起
し
て
臨
時
政
府
を
倒

し
（十
月
革
命
）、
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
社
会
革
命

党
左
派
か
ら
な
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
を
樹
立
し

た
。
レ
ー
手
ン
を
指
導
者
と
す
る
新
政
府
は
、
即

時
停
戦
と
無
併
合

・
無
賠
償
。
民
族
自
決
の
原

則
を
訴
え
た
「
平
和
に
関
す
る
布
告
」
を
発
布
。

続
い
て
地
主
の
土
地
を
没
収
す
る
「
土
地
に
関

す
る
布
告
」
を
出
し
た
。
さ
ら
に
憲
法
制
定
議

会
の
選
挙
を
実
施
し
た
が
、
農
民
を
支
持
基
盤

と
し
た
社
会
革
命
党
が
第

一
党
に
な
る
と
レ
ー

ニ
ン
は
議
会
を
解
散
、
社
会
革
命
党
左
派
も
政

権
か
ら
追
放
し
、
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
よ
る

一
党

独
裁
体
制
を
確
立
し
た
。
ま
た
そ
の
間
に
、
ド

イ
ツ
と
の
単
独
講
和
に
踏
み
き
り
、

１８
年
３
月

に
多
額
の
賠
償
支
払
い
義
務
を
負
う
ブ
レ
ス

ト
＝
り
ト
フ
ス
ク
条
約
を
締
結
し
た
が
、
同
年

１１
月
に
第

一
次
世
界
大
戦
は
終
結
し
た
。

レ
ー
ニ
ン
の
後
継
者
争
い

１
９
２
４
年
１
月
に
レ
ー
手
ン
が
死
ぬ
と
、
「
一

国
社
会
主
義
」
を
主
張
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
と
、
世

界
革
命
の
必
要
性
を
説
く
卜
ロ
ツ
キ
ー
と
の
間

で
対
立
が
表
面
化
し
た
。
同
年
５
月
の
党
大
会

で
書
記
長
留
任
が
決
定
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
、

そ
の
後
卜
ロ
ツ
キ
ー
の
権
威
失
墜
を
謀
り
、
独

裁
体
制
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

な
お
、
存
命
中
の
レ
ー
子
ン
は
、
ス
タ
ー
リ
ン

の
後
継
者
と
し
て
の
資
質
に
疑
間
を
抱
き
、
遺

書
と
な
っ
た
書
簡
の
な
か
で
、
書
記
長
更
迭
の

必
要
性
も
述
べ
て
い
た
。

デモ隊に軍隊が発砲し

た血の日曜日事件をき

つかけに、労働者のソ

ヴィエト(評議会)が発

足。皇帝ニコライ2世
は国会の開設を約束。

四月テーゼ

亡命先のスイスから

帰国したレーニンは

四月テーゼを発表。

社会主義革命をす

すめる方針を示した。

レーニン

ロシア革命
1917年、世界初の社

会主義革命成功で□

シア帝国が崩壊。社会

主義国家が誕生した。

二重権力状態

各地のソヴィエト(評

議会)と 、立憲民主党

を中心とする臨時政

府が並立。

ポリシェヴィキ

レーニンが指導するロシア社

会民主労働党左派。レーニン

の帰国後急速に力を伸ばした。

首都ペトログラードで労働

者や兵士がゼネストを敢行。

1917年 3月

食糧暴動

儡


